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組織図組織図

ツイストペア情報配線システム標準化グループ

ＩＧＣＳ/ＪＩＳ原案作成グループ

情報配線システム標準化委員会

光情報配線システム標準化グループ

マーケティンググループ
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ツイストペア情報配線システム標準化Ｇツイストペア情報配線システム標準化Ｇ
メンバー企業メンバー企業

・パナソニック電工株式会社

【順不同】

・パンドウイットコーポレーション

・倉茂電工株式会社 ・住友電設株式会社

・通信興業株式会社 ・東日京三電線株式会社

・日本製線株式会社 ・ネットワンシステムズ株式会社

・冨士電線株式会社 ・株式会社フルーク

・株式会社アクシオ ・社団法人電線総合技術センター

・日本コネクト工業株式会社

日本支社

株式会社

・岡野電線株式会社

・富士通ネットワークソリューションズ
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活動内容活動内容

情報配線規格の動向調査

（例） ＪＩＳ原案作成グループとの連携による

ISO/IEC11801審議事項に関するコメント提出

TIA/EIA-568.C と従来規格との比較調査

ツイストペアケーブル評価に関する技術検討

（例） Ｃａｔ．６Ａエイリアンクロストークに関する課題検証

異なるメーカ品が混在した場合についての検証

Ｃａｔ６ケーブルが混在した場合についての検証

コネクタ評価に関する技術検討

（例） Ｃａｔ．６対応コネクタ試験治具の開発

フィールドで生じる課題についての検討
（例） ネットワークシステムの耐ノイズ性調査
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インピーダンス安定化治具（通称 ピラミッド治具）

【機能・特徴】
・コネクタの伝送特性測定時に、接続したリード線のインピーダンス安定化を意図して使用する。
表面に金属メッキを施したピラミッド斜面の溝にリード線を保持し、リード線のインピーダンスを
安定化している

・測定用バラン等との接続が容易になるようピン端子を設けている。
・TIA／EIA-568-B2-1 カテゴリ6規格に記載されていたSMP （Superior Modular Products）社製のピラミッド治具
と互換性を持たせている

【使い方】

モジュラコネクタ
近端漏話特性測定の例
（プラグとジャックの
かん合特性）

モジュラプラグを装着した例 モジュラジャックを装着した例
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プラグ漏話測定治具（DPMF：Direct Plug Measurement Fixture）

【機能・特徴】
・モジュラジャックの漏話性能試験に使用する試験プラグの漏話特性を測定するため使用する
プラグの端子に直接 高周波プローブピンの先端を接触させて、回路を終端する。

・TIA／EIA-568-B2-1 カテゴリ6規格に記載されていたSMP（Superior Modular Products）社製の
DPMFと同等な性能を有する。

【使い方】

試験プラグ近端漏話測定の例DPMF単体
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成果物成果物

情報配線システムの標準化に関する調査報告書
– 各年の活動報告書(委員会内部資料)

ＪＥＩＴＡ 規格
– ＪＥＩＤＡ-５７-１９９８

– ＪＥＩＤＡ-５７-追補１

コネクタ試験用治具開発

ピラミッド冶具の開発

ツイストペアケーブル トラブルシューティングガイド
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トラブルシューティングトラブルシューティング ダウンロードダウンロード

ＪＥＩＴＡホームページから無料ダウンロードできます。
http://tsc.jeita.or.jp/TSC/org/c002/com05/com01.html

ＪＩＳ Ｘ ５１５０用語解説集も

ダウンロード可能
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コンテンツコンテンツ １１

第１章 情報配線システム規格概要
1.1 規格体系

1.2 規格標準化動向

1.3 ネットワーク規格と情報配線規格

1.4 規格の基礎

1.5 カテゴリ６規格の留意点

1.6 配線設計のポイント

第２章 フィールドテストの留意点
2.1 フィールドテスタの測定確度

2.2 合否判定基準

2.3 マージナルパス

2.4 フィールドテスト規格

2.5 テストアダプタの選定

2.6 ｄＢルール

2.7 外来ノイズ

2.8 テストレポートの読み方
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コンテンツコンテンツ ２２

第３章 不適切な施工とトラブル要因
3.1 ケーブル敷設時のトラブル

3.2 コネクタ成端時のトラブル

3.3 環境要件のトラブル

第４章 トラブルシューティング技法
4.1 トラブルシューティングフロー

4.2 不合格パラメタ解説

4.3 障害と要因の対応表
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規格の体系図規格の体系図

ＩＳＯ（国際標準組織）ＩＳＯ（国際標準組織）

IECIEC
国際電気委員会国際電気委員会

ISO/IECISO/IEC
1180111801

TIATIA--
568C.0568C.0

JISJIS
X 5150X 5150

ANSIANSIJISJIS
日本工業規格日本工業規格

その他その他
各国規格各国規格

TIATIA
通信工業協会通信工業協会

EIAEIA
電子工業協会電子工業協会

IEEEIEEE

IEEEIEEE
802.3802.3

配線規格配線規格 伝送規格伝送規格

568C.1568C.1 568C.2568C.2 568C.3568C.3

米国国家標準機関米国国家標準機関

米国電気電子学会米国電気電子学会

同同
等等

同同
等等

802.3an802.3an
2006年6月

(568568--B.2B.2--1010 2008年3月)

第第22版追補版追補11
ISO規格の
動向を監視しながら
翻訳中

Amendment1Amendment1
2008年4月

AmendmentAmendment22
審議中

568568--C.2C.2 2009年9月
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TIA 568B.1 / B.2-10
TIA 568C.0 / C.2

IEC 61935-1測定（フィールドテスト）

TIA TSB 140ISO/IEC 14763-3光ファイバー測定

TIA 568C.0ISO/IEC 11801 & Amd.1情報通信配線規格

TIA TSB 155ISO/IEC 2475010G イーサネット用配線

TIA 758AN/Aアウトサイドプラント用配線

TIA J-STD 607AIEC 60364-1グランディング＆ボンディング

TIA 569BISO/IEC 14763-2パスウェイ＆スペース

TIA 606BISO/IEC 14763-1配線管理

TIA 862AISO/IEC 15018ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ用配線

TIA 942ISO/IEC 24764データセンタ用配線

TIA 570BISO/IEC 15018住宅用配線

TIA 1005ISO/IEC 24702工業用配線

TIA 568C.1ISO/IEC 11801オフィス用配線

TIA 568C.2 / C.3ISO/IEC 11801 & Amd.2性 能

TIA/EIAISO/IEC規格

規格の規格の相関関係相関関係
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伝送速度の進歩伝送速度の進歩 とと 規格の推移規格の推移

平均すると、平均すると、５５年間で年間で1010倍ずつ伝送速度が向上倍ずつ伝送速度が向上

19901990 19951995 200220022001200120002000 2006     20082006     2008 20092009

ISO/IECISO/IEC--1180111801
22ndnd EditionEdition

Amd.1Amd.1

TIA/EIATIA/EIA--568568 TIA/EIATIA/EIA--568A568A TIA/EIATIA/EIA--568B.2568B.2

IEEE 802.3iIEEE 802.3i IEEE 802.3uIEEE 802.3u IEEE 802.3zIEEE 802.3z
IEEE 802.3abIEEE 802.3ab
TIA/EIATIA/EIA--854854

IEEE IEEE 
802.3ae802.3ae

IEEE 802.3anIEEE 802.3an

TIATIA--568B.2568B.2--1010

ISO/IECISO/IEC--1180111801 Amd.1Amd.1
Amd.2Amd.2

Amd.2Amd.2
審議中審議中

TIATIA--
568C.2568C.2

JIS X 5150JIS X 5150
追補追補1:20001:2000

JIS X 5150JIS X 5150
:1996:1996

JIS X 5150JIS X 5150
:2011:2011作成中作成中

伝送伝送
規格規格

配配
線線
規規
格格

JIS X 5150JIS X 5150
第第22版版:2004:2004
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○

○

○

１００ＢＡＳＥ-ＴＸ

１００ｂｉｔ
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

○○６Ａ

△(３７ｍ以下)○６

×○５ｅ

ケーブル
カテゴリ

１０ＧＢＡＳＥ－Ｔ
１０００ＢＡＳＥ－Ｔ
１０００ＢＡＳＥ-ＴＸ規格名称

１０Ｇｉｇａｂｉｔ
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

Ｇｉｇａｂｉｔ
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

伝送規格 と ＬＡＮケーブルカテゴリ

10GBASE-Tでは、Ｃａｔ.６Ａ が必要



18
All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2009

伝送速度伝送速度 の違いの違い

53.7秒
5.37Gビット

÷100Mｂｐｓ
100Mbps100BASE-TX

5.37秒
5.37Gビット

÷1Gｂｐｓ
1Gbps

1000BASE-T

1000BASE-TX

0.537秒
5.37Gビット

÷10Gｂｐｓ
10Gbps10GBASE-T

所要時間
所要時間の

計算式
受信側送信側伝送速度

伝送規格

IEEE 802.3

CD-ROM（640Mバイト）1枚分のデーターを

送信する為に必要な時間

640Mバイト＝640×1024Kバイト×1024Kバイト×8ビット＝5.37Gビット

参考文献：石田 修、瀬戸康一郎 監修、「10ギガビットEthernet教科書」

100BASE-TXでは約1分もかかりますが、10GBASE-Tではわずか0.5秒！

参考

１Ｇ，１０Ｇのイメージ
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19

Ｃａｔ．６Ｃａｔ．６ととＣａｔ．６Ｃａｔ．６ＡＡの違いの違い

191919

１１項目

250MHz 500MHz

RJ45 RJ45

シールド 7.0～7.5mm
ＵＴＰ 6.0～6.4mm

シールド 7.5～8.0mm
ＵＴＰ 8.0～9.0mm

１５項目
・最小 ＰＳ AＮＥＸＴ
・最小 PS ANEXT avg
・最小 PS AACR-F
・最小 PS AACR-F avg

Ｃａｔ．６ Ｃａｔ．６Ａ

チャネル試験項目

帯域性能

コネクタ形状

ケーブル外径
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対応規格の正しい表記方法対応規格の正しい表記方法

市場で独自表記の ISO および TIA 規格準拠表示が見られる
– ユーザーの混乱をさけるため、認証規格の正しい表記が望まれる

– 「Cat 6e」あるいは「Cat 6E」のパッチコード規格はない。

略語表記規定について
– ISO および TIA 規格にはカテゴリーの表記として「Category」の

フル・スペルのみを使用。アルファベット表記の略語はない。

「カテゴリー」の慣用的な表記方法
– 慣用的には、「Cat」または「Cat.」に数字あるいはアルファベッ

トの 添え字を記載
例： 「Cat 3」または 「Cat.3」、「Cat 6」または「Cat.6」

Augmented の「A」あるいは Enhanced の「e」の添え字表記
– TIA/EIA-568.C

例： 「Cat 5e」または 「Cat.5e」、「Cat 6A」または「Cat.6A」

– ISO 11801
例：「Class EA 」、「Class FA」

例：「Cat 6A」または 「Cat.6A」、「Cat 7A」または「Cat.7A」
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規格に準拠していない市販製品規格に準拠していない市販製品

事例１：独自表記の「Cat 6e」パッチコードが
販売されている。

– ISO/IEC 11801 および TIA/EIA-568.C の中には、「Cat 6e」規格
はない。

– ユーザーの混乱をさけるため、認証規格の正しい表記が望まれる

事例２：8極8心モジュラ（RJ-45）コネクタを使用した
「Cat 7」パッチコードが販売されている。

– ISO/IEC 11801 の「Category 7」はRJ-45コネクタを使用しない
– ユーザーの混乱をさけるため、正しい部材の使用が望まれる
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A 社の例

従来の５倍の伝送帯域

500MHz

カテゴリ

６ｅ

超高性能
LANケーブル

CAT６E

次世代10ギガイーサネット対応！

B 社の例

CAT６e フラットLANケーブル

従来の５.0倍の性能

C 社の例

製品仕様（抜粋）

ケーブル構造 ストレート全結線

コネクタ形状 RJ-45スリムコネクタ

対応伝送帯域 エンハンスドカテゴリ６ （1000BASE-TX）
カテゴリ６ （1000BASE-TX）
エンハンスドカテゴリ５ （1000BASE-T）
カテゴリ５ （100BASE-TX）
カテゴリ３ （10BASE-T）

ケーブル構造 フラット、より線、ストレート全結線

コネクタ形状 RJ-45スリムコネクタ

対応伝送帯域 エンハンスドカテゴリ６ （10GBASE-T）
カテゴリ６ （1000BASE-TX）
エンハンスドカテゴリ５ （1000BASE-T）
カテゴリ５ （100BASE-TX）
カテゴリ３ （10BASE-T）

製品仕様（抜粋）製品仕様（抜粋）

ケーブル仕様 ヨリ線

結線 ストレート結線

対応伝送帯域 CAT３ （10BASE-T）
CAT5 （100BASE-TX）
CAT5E （1000BASE-T）
CAT6 （1000BASE-TX）
CAT6E （10GBASE-T）

事例－１事例－１ 独自表記の独自表記の 「「Cat 6eCat 6e」」 パッチコードパッチコード
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A 社の例

次世代10ギガビット

従来の６倍の伝送帯域

600MHz対応

カテゴリ

7

製品仕様（抜粋）

ケーブル構造 ヨリ線

コネクタ形状 RJ-45スリムコネクタ

対応伝送帯域

カテゴリ7 （10GBASE-T）
カテゴリ6a （10GBASE-T）
エンハンスドカテゴリ６ （10GBASE-T）
カテゴリ６ （1000BASE-TX）
エンハンスドカテゴリ５ （1000BASE-T）
カテゴリ５ （100BASE-TX）
カテゴリ３ （10BASE-T）

ケーブル構造 ヨリ線、ストレート全結線

コネクタ形状 RJ-45コネクタ

対応規格
カテゴリー７ （10GBASE-T）
カテゴリー６a （10GBASE-T）
カテゴリー６（1000BASE-TX）
エンハンスドカテゴリー５（1000BASE-T）
カテゴリー５（100BASE-TX）
カテゴリー３（10BASE-T）

製品仕様（抜粋）

事例－２事例－２ RJRJ--4545コネクタを使用したコネクタを使用した 「「Cat 7Cat 7」」 パッチコードパッチコード

CAT7
次世代10ギガイーサネット完全対応！

伝送帯域

600MHz
伝送速度

10GBASE-T

対応

カテゴリ７LANケーブル

B 社の例 C 社の例

C
A
T7

超
高
速
10
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
完
全
対
応

カテゴリ７

フラット
LANケーブル

ケーブル構造 より線、ストレート全結線

コネクタ形状 RJ-45スリムコネクタ

対応伝送帯域

カテゴリ７ （10GBASE-T）
カテゴリ６a （10GBASE-T）
エンハンスドカテゴリ６ （10GBASE-T）
カテゴリー６ （1000BASE-TX）
エンハンスドカテゴリ５ （1000BASE-T）
カテゴリー５ （100BASE-TX）
カテゴリー３ （10BASE-T）

製品仕様（抜粋）
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「「Category 7Category 7」」 用コネクタ用コネクタ

ISO/IEC 11801 で定められて
いる「Category 7」コネクタ

– IEC 60603-7-7準拠のタイプ

– IEC 61076-3-104準拠のタイプ
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26

出典 : cisco.com/web/DK/assets/docs/presentations/10_Gbps_Cabling_0109.pdf 

今後の市場の動向を踏まえた物理インフラ構築が必要

2011年からLOM (LAN On Motherboard) 市場が立ち上がる
事が予測されている

10G LOMは、最初に高性能サーバーに採用される

2011年から2年間で、ほとんどのサーバーが 10G LOMを
採用する事が予測されている

物理インフラにおけるライフサイクルはIT機器よりも長い

Ｃａｔ．６Ｃａｔ．６ＡＡ 配線の必要性配線の必要性

常により将来を見越した先進技術の投入が必要
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27

Ｃａｔ．６Ａを必要とする１０ＧＢＡＳＥ－Ｔ搭載のネット
ワーク機器については、規格化から3年経過するも、登場が
遅れた （ServerのNICとしては既に各社より発売済み）

[ 理由１ ] 消費電力の問題

1Port当りの消費電力が1000BASE-Tの数倍以上と高密度化が難しい

[ 理由２ ] マーケットの問題

機器メーカーは単価が維持しやすいメタル以外の10GＢＡＳＥ-Xを推奨

一部サーバーを除き、現在の端末では、10Gの帯域を必要としていない

⇒ 今年に入ってからDC用途に限定して、各メーカーよりボックス型スイッチが

発表されている

ネットワーク機器の近況ネットワーク機器の近況
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10GBASE10GBASE--T T 規格対応規格対応 Switch Switch の市場の市場展開展開

第１世代シリコン

～10W (90nm IC process) : 2008年中頃

現在、24ポート商品化済み

第２世代シリコン

～6W (90-65nm IC process) : 2009年中頃

2009年後半～2011年、32ポート以上で商品化

第３世代シリコン

～4W（Peak時）、～3W(平均) (65nm IC process) : 2010年第2四半期目標
に開発中

2012年に、24 ポート以上で商品化

第４世代シリコン

～3W（Peak時）、～1W(平均) (40nm IC process) : 2011年初旬に開発着手、

2012年以降に製品化、24 ポート以上で商品化

*第3,4世代シリコン実装には、新たなMAC ASICが必要

ネットワーク･インターフェースの消費電力が鍵ネットワーク･インターフェースの消費電力が鍵

出典 : cisco.com/web/DK/assets/docs/presentations/10_Gbps_Cabling_0109.pdf 
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先進国先進国((米国米国))におけるケーブリング市場におけるケーブリング市場

現在 Cat.6Aケーブルの敷設は、新規配線全体の約10%を占めて
いる

10GBASE-Tが全ての10Gの選択肢の中で最も安価なものになる
ことから、全てのデータセンターが、 Cat.6Aケーブリングを採用

①配線施工が容易 ②部材単価が安い ③機器コストが安い（今後安い製品
が発売されるとの予測）

病院や学校における新設は、Cat.6Aケーブリングが、大半を占め
ている

その理由は、環境上再配線が困難なため、将来に渡りアップグ
レード出来る唯一のチャンスと考えられているからである

参考までに参考までに -- 米国では米国では －－
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■ｘ８６系サーバーへ搭載される■ｘ８６系サーバーへ搭載される

NICNICインターフェース速度（予想）インターフェース速度（予想）

出典：出典：IEEE802.3HSSGIEEE802.3HSSG委員会の資料（委員会の資料（20072007））
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データセンター

– Blade Serverなどの高速・高密度化

– SAN (Storage Area Network)

– NAS (Network Attached Storage)

– WAN/MAN/LANの広帯域化

High-End ワークステーション

– 医療関連

– CAD/CAM・3Dモデリング

– 動画メディア(アニメーション・放送関連)

IP Voice & Video

– Voice over IP / IP PBX

– Video over IP / ビデオカンファレンス

10GBASE10GBASE--T T のマーケットのマーケット

データセンター規格ＩＳＯ／ＩＥＣ ２４７６４
Ｃａｔ.６Ａ推奨
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ＡｇｅｎｄａＡｇｅｎｄａ

ツイストペア情報配線システム標準化グループ概要、活動内容

最新規格動向

１

２

将来の配線動向

４ Ｃａｔ.6Ａ配線におけるＩＳＯ規格とＴＩＡ規格の違いについて

５ Ｃａｔ．６Ａ配線の注意事項について

３
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規格の違いによる事例

ＩＳＯ規格を選定する場合には、事前検証することを望みます。

ＮＥＸＴ性能による違い
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PL 1

PP TO
パーマネントリンク

PP
パーマネントリンク

PP

PL 2

PP TOPL 3 CP
パーマネントリンク

PPCP 1 CP
CPリンク

ＮＥＸＴ検証システムＮＥＸＴ検証システム 構成案構成案

15ｍ 5ｍ
検証システム
構成案
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ＡｇｅｎｄａＡｇｅｎｄａ

ツイストペア情報配線システム標準化グループ概要、活動内容

最新規格動向

１

２

将来の配線動向

４

５ Ｃａｔ．６Ａ配線の注意事項について

３

Ｃａｔ.6Ａ配線におけるＩＳＯ規格とＴＩＡ規格の違いについて
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Ｃａｔ．６Ａ配線に関する注意事項について

異なるメーカー品の混在 (２００６年度活動)１

下位グレードとの混在 (２００７年度活動)２
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エイリアンクロストークとは・・・エイリアンクロストークとは・・・

ＰＳＡＮＥＸＴ

隣接した他のケーブルからのＮＥＸＴ

ＰＳＡＡＣＲＦ

隣接した他のケーブルからのＡＣＲＦ
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ＰＳＡＮＥＸＴの測定方法ＰＳＡＮＥＸＴの測定方法

６ around １法 測定例
測定器

100m

結束バンド

0.5m
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ＰＳＡＮＥＸＴＰＳＡＮＥＸＴ 測定結果例測定結果例

Ａ社製Ｃａｔ.６ＡケーブルのＰＳＡＮＥＸＴ
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異なるメーカー品異なるメーカー品の混在の混在

異なる３社のＣａｔ.６Ａ ケーブルを３本束ねる

Ａ社品

Ｂ社品 Ｃ社品

ＰＳＡＮＥＸＴはどうなるか？
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測定方法測定方法

異なるメーカー品３本でのＰＳＡＮＥＸＴ測定

100m

結束バンド

0.5m

測定器

Ａ社品

Ｂ社品 Ｃ社品
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実験実験結果結果

Ａ社製Ｃａｔ.６ＡケーブルのＰＳＡＮＥＸＴ

６Ａｒｏｕｎｄ１ B社品1本 C社品1本
と束ねた場合

異なるメーカー品との結束により、規格を９ｄＢ以上も下回る。
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実験実験結果結果

Ｂ社製Ｃａｔ.６ＡケーブルのＰＳＡＮＥＸＴ

６Ａｒｏｕｎｄ１ A社品1本 C社品1本
と束ねた場合

異なるメーカー品との結束により、規格を７ｄＢ以上も下回る。
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実験実験結果結果

C社製Ｃａｔ.６ＡケーブルのＰＳＡＮＥＸＴ

６Ａｒｏｕｎｄ１ A社品1本 B社品1本
と束ねた場合

異なるメーカー品との結束により、規格を１ｄＢ下回る。
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考察考察

Ｃａｔ.６Ａ ＵＴＰケーブルは、異なるメーカーのケーブル

との間では、ＰＳＡＮＥＸＴが悪化する可能性がある。

従って、異なるメーカー品と混在させて使用する場合

には注意を要する。
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下位グレードとの混在下位グレードとの混在

実際には、Ｃａｔ.６Ａケーブル と Ｃａｔ.６ケーブル が

近接する場面が多いことが予想される。

ＰＳＡＮＥＸＴ はどうなるのか？

Ｃａｔ.６Ａケーブルの周囲に Ｃａｔ.６ケーブルを

配置した ６Ａｒｏｕｎｄ１ にて実験。
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ＣａｔＣａｔ..６６ＡＡ－Ｃａｔ－Ｃａｔ..６６ ６Ａｏｕｎｄ１の方法６Ａｏｕｎｄ１の方法

Ｄ社製
Cat6A

E社製 Cat.6

F社製 Cat.6

G社製 Cat.6

ダミーケーブル

E,F,G ３社のCat.6ケーブルを配置した場合

D社製 Cat.6Aケーブルの周囲に

ＰＳＡＮＥＸＴはどうなるか？
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測定器

ＣａｔＣａｔ..６６ＡＡ－Ｃａｔ－Ｃａｔ..６６ ＰＳＡＮＥＸＴ測定方法ＰＳＡＮＥＸＴ測定方法

結束バンド

100m

x m y m

結束
までの距離

結束長

D社製 Cat.6Aケーブルの周囲に
E,F,G ３社のCat.6ケーブルを配置して結束
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実験結果実験結果

結束長が僅か０．２５ｍでも、規格を４ｄＢ以上も下回る。

結束長 ０．２５ｍ 結束長 ０．５ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１ｍ 結束長：Ｙ＝０．２５～１０ｍ の場合
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実験結果実験結果

Cat6A-Cat6 6A1 PSANEXT  x1m , y10m

30

40

50

60

70

80

90

100

110

1 10 100 1000
Frequency [MHz]

M
a
gn

it
u
de

 [
d
B

]

Cat6A-Cat6 6A1 PSANEXT  x1m , y1m

30

40

50

60

70

80

90

100

110

1 10 100 1000
Frequency [MHz]

M
a
gn

it
u
de

 [
d
B

]

結束した長さ １０ｍでは、規格を１５ｄＢ以上も下回る。

結束長 １ｍ 結束長 １０ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１ｍ 結束長：Ｙ＝０．２５～１０ｍ の場合
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実験結果実験結果

結束長 y と ＰＳＡＮＥＸＴの関係

結束長が長いほど ＰＳＡＮＥＸＴが悪化する。

結束長 y(m)
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実験結果実験結果
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結束までの距離が長いほど、徐々に改善されていく。

結束までの距離 １ｍ 結束までの距離 ５ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１～２０ｍ 結束長：Ｙ＝１ｍ の場合
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実験結果実験結果
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結束までの距離が２０ｍあっても、規格をみたさない。

結束までの距離 １０ｍ 結束までの距離 ２０ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１～２０ｍ 結束長：Ｙ＝１ｍ の場合
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実験結果実験結果

結束までの距離 x と ＰＳＡＮＥＸＴの関係

結束までの距離が近いほどＰＳＡＮＥＸＴが悪化する。
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ＣａｔＣａｔ..６６ＡＡ－Ｃａｔ－Ｃａｔ..６６ ＰＳＡＰＳＡＡＣＲＦＡＣＲＦ測定方法測定方法

測定器

結束バンド

100m

x m y m

結束
までの距離

結束長

D社製 Cat.6Aケーブルの周囲に
E,F,G ３社のCat.6ケーブルを配置して結束
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実験結果実験結果
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結束長が長いほど悪化するが、

３０ｍまで増やしても

規格に対して１３ｄB以上の

マージンがある

結束長 １ｍ 結束長 １０ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１ｍ 結束長：Ｙ＝１～３０ｍ の場合
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実験結果実験結果

結束までの距離を変えても、大きな変化は見られない

結束までの距離 １ｍ 結束までの距離 １０ｍ
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結束までの距離：Ｘ＝１～１０ｍ 結束長：Ｙ＝１０ｍ の場合
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Ｃａｔ.６などの下位グレード ＵＴＰケーブルとの間

においてＡＮＥＸＴが大きくなることがあり、

ＰＳＡＮＥＸＴ規格を満たさない可能性がある。

考察考察

下位ケーブルと混在した場合には

従って、下位ケーブルと混在させて使用する場合
には注意を要する。
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下位グレード混在下位グレード混在 ((ＴＩＡによる見解ＴＩＡによる見解))

・下位グレードのケーブルを、10ＧＢＡＳＥ-Ｔ以外に

用いるのであれば、問題は無い。

※10GBASE-T以外とは

1000BASE-T、100BASE-TX、10BASE-T、ATM、 DSL、ベースバンド ・ビデオ、
RS 485、アナログまたはディジタル電話のサポート

下位グレード混在についての

ＪＥＩＴＡからの問題提起に対するＴＩＡ／ＥＩＡの見解

理由

・１０００ＢＡＳＥと１０ＧＢＡＳＥとはパワーバンドが異なる。

・１０００ＢＡＳＥのエイリアンクロストークマージンは十分

マージンがある。
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1000BASE1000BASE--T T およびおよび
10GBASE10GBASE--TTの電力スペクトラムの電力スペクトラム ((ＴＩＡ見解ＴＩＡ見解))

Power Spectral Density
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This conclusion was developed by Mr. Kish and reported in his TIA contribution.



65
All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2009

ＡＣＭＣ解析結果ＡＣＭＣ解析結果 ((ＴＩＡ見解ＴＩＡ見解))
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This conclusion was developed by Mr. Kish and reported in his TIA contribution.
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Alien crosstalk 測定の必要性

規格上では(ＩＳＯ）

－サンプリングによる測定が必要。

－シールドケーブルの場合

チャネル、パーマネントリンクのカップリングアッテネーション

が要求された特性に適合。

→ＰＳＡＮＥＸＴ、ＰＳＡＡＣＲＦの要求を満足する

※※カップリングアッテネーションについては、今後の活動テーマ。カップリングアッテネーションについては、今後の活動テーマ。
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カップリングアッテネーションについて

Coupling attenuation  = relation between the transmitted power and the maximum radiated 
peak power.

カップリング・アッテネーション＝入射電力と最大放射ピーク電力間の関係

Side-view of Near-end Coupling Attenuation Measurement
Absorbing Clamp method

カップリングアッテネーションは、実験室環境で測定すること
により評価が出来る
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終わりに終わりに

問合せ先
– 社団法人 電子情報技術産業協会(ＪＥＩＴＡ)

情報機器システム標準化委員会 情報配線システム標準化Ｇ 事務局

TEL：03-5275-7261

E-mail: itt1@jeita.or.jp 

情報配線業界の発展のため業界各社の
皆様の参加をお待ちしております。


